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　臨時に設けられた戦略プラン作成委員会から、目標
としてフェローの20％増加を目指す為、各部会の事務
局長・会員委員会責任者は年２回本部に状況報告する、
認証式は年１回、学生や歯科衛生士会員の検討（継続
審議）、ICD本部の定款と各部会の定款に齟齬がない
ように各部会においてチェックする、ボランティアに
興味をもつ歯学生などに情報を提供するなどの案が出
された。同じく臨時のデータベース委員会からは会員
名簿（データベース）作成について様式、実例が紹介
された。歯科医療安全委員会からは発展途上国での診
療における感染予防について報告があった。各部会か
らの報告XX（国際）部会の中でアジア地域部会を作
ることについて報告、提案があり承認された。（マレー
シア、シンガポール、タイ、ベトナム、カンボジア、
インドネシア他…モンゴルは日本部会、韓国部会が引
き続き、regionとして指導して行くので、この部会に
は入れないこととなった。2016年の国際理事会は10月
22、23日にADAが開催される米国コロラド州デンバー
市、2017年は台北市（台湾）となった。また国際本部
の財政については１．Diamondスポンサーによって、
多少は改善しているが、入会金、年会費の値上げを考
えていく（入会金の値上げは投票の結果否決）、２．

　2015年度の国際理事会は、10月24日から25日まで
Section Vヨーロッパ部会の主催でアイルランド・ダ
ブリン市のShelbourne Hotelで開催された。国際理事
会は原則的には米国で２年に１回ADA（アメリカ歯
科医師会総会）開催地で、それ以外の年は米国以外の
Section（部会）が主催して開催されるのが通例であ
るが2015年度はヨーロッパ部会の創立60周年というこ
とで前年に続き米国以外での開催となった。なお本文
中の役職は全て当時のものである。
　10月23日は各種委員会の会議が行われた。夜は恒例
の国際理事懇親会が行われた。10月24日は早朝から
会議が行われ、本年度もSpeaker（議長）はオースト
ラリア部会のDr. David Thomsonが努められ彼の開会
宣言で国際理事会がスタートした。今回の参加者は
５月の日本部会認証式に来日されたJoseph Kenneally
会長、Phillip Dowell次期会長ほか国際本部役員６名、
国際理事23名、国際理事以外にSectionやRegionから
のGuestの出席もあった。最初にKenneally会長から
挨拶と会長報告があり、その後事務局長、次期会長、
副会長、会計担当、Editorから必要事項の報告があり、
それに関連した討議があった。今回から資料は全て事
前にデジタルデータとして各人に配布され、それを使
用しての会議となった。主な審議・決定事項は以下の
様である。
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図１　国際理事会　左端は千田国際理事

図２　�日本部会広報編集委員会と協力して作製した、奥
村鶴吉先生の講演と写真集のDVDについて報告す
る橋本歴史委員会委員長
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年会費を2016年から１名US$45とするが、今後も年次
的に値上げしていくと決定された。
　2016年の新役員は会長：Phillip Dowell（ヨーロッ
パ、英国）、次期会長：Rajesh Chanda（インド）、副
会長：Clive Ross（オーストラリア、ニュージーラ
ンド）、財務：Richard Smith（米国、留任）、編集：
Dov Sydney（ヨーロッパ、イスラエル、留任）、事務
局長：Jack Hinterman（米国、留任）と決定された。
その他として2020年のICD創設100周年記念祝賀会に

ついて、日本での開催の提案と強い要望があった。（注：
この件に関しては2015年中に開催の是非を国際本部に
返答するという事であった為、2015年12月の全国理事
会に諮り、受け入れるという事に決定したので千田国
際理事よりその旨を国際本部に伝えた。）
　以上、予定の報告および審議事項は順調に進めら
れ、最後に Joseph Kenneally会長から2016年度Phillip 
Dowell会長に対し恒例のGavelの引き継ぎが行われ終
了した。
　同夜ヨーロッパ部会創立60周年記念認証式が30名
のニューフェローを迎えて、伝統あるTrinity College 
Dublinで行われ、その後祝賀会が盛大に行われた。

　*写真は千田国際理事に御提供頂きました。

図３　2016年度国際本部執行部
左からLeon Aronson選考委員長、Phillip Dowell会長
（UK）、Rajesh Chandna次期会長（India）、Clive Ross副
会長（Australia）、Richard Smith財務担当（USA）、Dov 
Sydney 編集担当（Israel）、John Hinterman事務局長
（USA）

図４　Trinity Collegeで行われたヨーロッパ部会認証式


